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はじめに1

人間は誰もが乳幼児期という特有な生の期間を経
験している。人間が成長や老化という肉体的にも精
神的にもある一定の変化を有し、それがそうした時
間的な存在である以上、その始まりや過去を持つこと
は自明である。特にその始まりにおける乳幼児期は、
人間が「人間として」生きていくことの基盤が形成され
る時期である2。この基盤としての乳幼児期の体験は、
「三つ子の魂百まで」という古くからのことわざを引くま
でもなく、その影響を後の人生にまで及ぼす重要なも
のである。この乳幼児期における体験は、建築に喩
えるならば、まさに建造物の基礎に相当する。そうで
あれば、その時期に関わる親をはじめとした養育者
がその工事を手抜きすることはできない。特に、その
重要な時期に関わる保育士や幼稚園教諭もそのこと

についての重要性を常に意識する必要があることは、
言を俟たない。
以上のことについて、上に挙げた養育者や教育者

たち3は、子どもたちの成長における広大な可能性
の開けに対して、そこで形成される彼らの人格や個性
を実現していくために様々に関わっていく。しかしな
がらそうした関わりの以前に、あるいはそれに並行し
て、その実現の基盤となる「ある条件」が、前提とし
て必当然的に要請される。それが「健康」である。
言うまでもなく、しかも乳幼児に限らず、健康状態

は人間活動を左右するものであり、それが良好である
ようにと、潜在的にも顕在的にも我々は志向し続けて
いる。自明すぎるこの条件だが、しかし健康という現
象の定義は、実は非常に難しい。なぜなら、上述の
ように人間が時間的な存在であることを鑑みれば、そ
の一生における各局面において、その意味が変化す
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Abstract

In diesem Papier betrachten wir die Gesundheit von Kindern. Die Gesundheit von 
Kindern wird von der WHO als “Harmonie mit Umweltveränderungen” definiert. So 
klären wir das Prinzip der Leiblichkeit darüber, wie die Gesundheit von Kindern erzieht 
werden kann. Darüber hinaus konzentrieren wir uns auf die Bedeutung des Tastsinns. 
Kinder bilden nach der Weise des Hautkontaktes verschiedene Zuneigungsmuster. Die 
Gesundheit von Kindern ändert sich mit diesen Zuneigungsmuster. Daher kann gesagt 
werden, dass die Gesundheit von Kindern davon abhängt, wie der Tastsinn erzieht werden.
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るからである。単に元気いっぱいという状態が健康で
あるのか、それとも、消極的な言い方だが、病気や
ケガがなければ健康であると言えるのか、あるいは
一病息災ということもある。この点について、例えば
世界保健機関（WHO）によれば、「健康とは、肉体
的、精神的、そして社会的に、すべてが満たされた
状態にあるということであり、病気ないし虚弱ではない
というだけのことではない」4と定義されている。この
理念に則れば、肉体の状態が良いということだけで
は、人間を健康と評価できないということになる。つまり、
ここに示された文言に含意されていることを推測する
に、肉体はもちろんのこと、精神状態や生きる上での
価値観なども健康に含まれるということが言い得るだろ
う。
では、そうしたWHOの理念に即した人間の健康

とは、実際のところどのような状態であり、その状態は
どのように形成されるのか。特に後者の「形成」という
観点について、子どもの健康の場合は以下のように
WHOが定義する。それは、「子どもの健やかな成長
とは、基本として以下のことが重要となる。〔それは、〕
いかなる環境の変化においても調和して生きていく能
力が成長にとって本質的である」5ということである。
このことは、子どもの成長がフィジカル的な側面にお
ける健康、すなわち医学や生理学、衛生学の知識
を得て注意深く実行すればそれで済むということでは
ないと解釈することもできる。もちろんそれも非常に重
要である。しかしながらこの定義において、養育者
や教育者たちはそれらの知識とともに、メンタル的な
側面における健康、すなわちメンタルヘルスや社会
的な対処などという意味での「環境変化に調和する
能力の涵養」をも志向する必要があるということが読
み取れる。特に後者の側面は、乳幼児の教育に関
わる養育者や教育者が子どもたちとの生活の中で考
慮すべき点であり、そして将来にわたって考慮すべき
点であると言えるであろう。
したがって、本論考ではこのメンタル的な面の健
康や健全性という観点について、子どもの健康という
概念の内実を哲学ないし現象学の理論を用いて考
察することとする。それは以下の理由からである。例
えば現象学の分野においては、メルロ＝ポンティ

がその観点に対し、ソルボンヌ大学において児童
心理学や教育学の知見を用いて考察している6。ま
たフッサールにおいても、発生的現象学において
乳幼児における意識の構成プロセスを研究している
（vgl. HuaXV）。これらのことは乳幼児理解の問題
においても用いられている視角である7。つまり、発生
的現象学は子どもの成長に伴う認知能力や精神性の
発達を分析してもいるということであり、具体的には、
育成環境、特に母親をはじめとする他者との情動的
なコミュニケーションに彼らの精神性が左右されると
いう点を考察しているのである8。こうした研究成果を
用いることで、上述した子どもの健康の条件である「環
境変化に調和する能力の涵養」について考察する上
での、「環境あるいは他者との関わりから精神の健全
性を育む」というアイデアが作業仮説的に提出され得
る。このアイデアを考察する上で、現象学の観点は
有効性を有し、論拠にできると考えられるのである。
以上のことから本論考では現象学を用いて、環境

変化への調和という意味での子どもの健康が、いか
なる意味で達成されるのかという点を明らかにしたい。
そこではまず、1．養育者や教育者にとってその達成
のための条件とはいかなるものであるのか、という点
を確認し、2．その条件の下で子どもとどのような関わ
り合い方をすればそれが達成できるのか、という点を
考察する。したがって本論考では、以上の理解の上
で志向される子どもの健康に対して、養育者や教育
者が理論的かつ実践的にいかなる関わり合い方をす
る必要があるかという点について、可能的な展望を
哲学的な観点から示唆することを目標とする。

1．子どもの環境変化への調和における 
　  諸条件について

a） 根本原理としての「身体の媒体性」
本論考の目的が以上のことであることからして、ここ

での子どもの健康に関する考察は、フィジカルの面
における健康ではなく、感覚や感情といった感性、す
なわち広い意味でのメンタルの面における健康とは
いかなるものか、という点に焦点を当てることとなる。と
は言えしかしながら、人間の身体が精神的かつ物理
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的なものである以上、その両義性を同時に語る必要
がある9。その際、重要な観点となるのは、その両義
性の結節点となる「身体感覚の媒体性」である。
この身体感覚の媒体性とはいかなることか。このこと
は現象学という哲学の分野において、創始者のフッ
サールから常に研究されてきた観点である。この点
ついて現象学者の新田義弘は、「パースペクティブ
的世界現出の基礎条件としての視点性は、物の現
出を制約する身体の位置に深くかかわっている…（中
略）…身体を生きるということは、物が現出することの
条件が生きられていることである…（中略）…身体に
よって現出する周囲世界に、身体が現出物として一
緒になって現出するということに、身体の現出条件が
機能している」10と述べている。これはつまり、ごく簡
単に換言すれば、意識に物が現出すること、すなわ
ち何らかのことがらを認識することとは、身体を通じて
生じるのだ、ということを述べている。現象学はもちろ
ん、カントより始まる超越論的哲学は、認識の構造に
対し、身体感覚を悟性（論理的な判断）や理性（推論）
の素材を得る始まりの地点であるとしている11。これら
のことから、人間がものを知る、周囲世界を意識する
ということは、その間に必ず身体を介さなければなら
ないということが言える。極めて当然のことではあるが、
だからこそこの点は根本的な原理とも言える。
したがって新田は、世界（物理的な対象、身体の
物理的な側面も含む）と認識（精神的な意識、感覚
や思考）の間には、両者の根源である身体が挟み込
まれており、かつそれが両項の成立する条件であると
述べているのである。これを簡単に図式化すれば、
世界　←　身体　→　認識

という構図となるだろう。世界とその認識の関係は、
身体を媒介にして相関するのである。このことから、
身体とそれに伴う感覚は、物理的な世界とその精神
的な認識を繋ぐ媒体であると理解することができるの
である12（付言すると、特に身体の諸器官において生
じる感覚（視覚、聴覚、味覚、嗅覚、触覚）は、身
体運動の変化（キネステーゼ）と一体となって周囲世
界、環境の変化を捉えている13と言える。この点につ
いては、本論考では前提となるが、紙幅の関係上割
愛する）。

この身体の媒体性は、中間項であるがゆえに、世
界と認識の両端において相互作用を生じさせる。乳
幼児や児童といった子どもの場合で考えれば、両端
の項を形成するために、中間項の身体において必要
とされる体験として第一義的なものは、まさに「遊び」
であると言える。乳幼児理解にこの身体の媒体性、
すなわち身体のメディア性の重要性を指摘する矢野
智司は、「メディアは、原理的に経験と体験のどちら
ともかかわりうるものである。経験を生みだす道具か
ら、手段的性格が失われたときには、その道具は行
為自体のうちに溶け込み、体験を生起させることにな
る。道具の使用そのものが喜びを生みだすときには、
その活動は「遊び」と呼ばれるだろう」14と述べている。
身体が道具を用いること、そしてまた道具の物体的な
特徴に従って身体の行為が制限されたり誘導された
りするという相互作用が、まさに身体の媒体性を示す
ものなのである。子どもの場合において、例えば積
み木遊びや言葉遊び、鉄棒やケンケンなどの運動
遊びなど、いずれをとっても子どもはその体験に夢中
で没入したり、飽きて見向きもしなくなったりと、身体
の媒介性を通じて自分と世界を融合させたり乖離させ
たりする。この相互的に繰り返される志向性の充実と
不充実の連続性の中で、自我や他者、世界の認識
をそれぞれ作り上げているのである。したがって、子
どもたちの志向を触発する道具やルールを含めた全
体としての遊びは、彼らの持ち得る自己と世界両方の
認識が健全に成長する上で欠かせない条件になると
言い得るのである。

b） 身体から育つ精神
繰り返すが、こうした身体性の特徴は、大人はもち

ろんのこと、子どもの成長過程にも大きな影響をもたら
す。人間は生まれ落ちてよりすぐに母親をはじめとす
る養育者の庇護のもとで生活を始めるが、その際に
周囲世界をまずもって感覚で捉えはじめる。当然なが
ら、子どもが、特に乳幼児が世界を思考し、理性的
に捉えるということは、経験的にも理論的にもあり得そ
うにない。この点については周知の通り、ピアジェの
児童心理学によれば、そうした高次の論理的な思考
は、感覚-運動的な活動を基盤にしている15、という
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ことであり、一般的な理解であると言える。また、心
理学者の山口創も、子どもを知的な活動（頭）、情緒
的な活動（心）、感覚-運動的な活動（体）と三つの
カテゴリーで分けるとすると、体の成長がその他の心
や頭の成長の基盤であると主張している16。
例えば、情動がいかにして育つのかということを考

えてみると、情動の基本は快と不快の感覚である17

が、その快と不快は身体的な体験が元となって形成
されるということが言える。何かにぶつかって怪我し
た際の痛み、高熱で苦しむこと、怖い夢を見たときの
不安などの不快感と、その不快感で泣き叫んだとき母
親が寄り添って手を握り、優しく声をかけてくれること
の快さは、全て身体の感覚であり、その強度である。
またこれら快不快のギャップとそれらの繰り返しという
連続性の中で、子どもは子どもなりの経験を紡ぎ、言
わば「物語」を作っていく18。自分の記憶に残る快不
快の感覚が、嬉しかった、嫌だったという感情に発
展するのである。身体感覚を伴わない感情は存在せ
ず、身体感覚を伴わない感情は生成されない。思
考実験的に自分が無痛症であると考えれば、おそらく
どんな無茶も可能で、怖いという感情は生じ得ないと
いうことは推測できるであろう。上述のカントの議論に
おける、経験の基礎が感覚的な体験であるという点
から言っても、同様のことが主張し得るのである。
この点について山口は、「「心」は体験の結果生じ
るものだと考えれば、「心」を育てるためには、じつは
さまざまな体験を豊かに感じとることのできる「体」を
育むことが大切だということが分かるだろう」19と述べ
ている。また、感性豊かな心が育まれれば、好奇心
とそれに伴う行動力が発達し、「なぜ」や「どうする」と
いった自立的な思考が形成されるとも述べている20。
例えば、単に計算の練習や英単語の暗記などを課題
として訓練した場合、そうした「なぜ」という好奇心か
ら来る興味関心や面白いという情動がなければ、訓
練で身についたものは単なる言葉、記号の羅列で
あって、ものごとの根本や繋がりを見出すための生き
た知識にはならないだろう21。こうしたことから山口は、
「しなやかな感性をもった「心」から「頭」が発達する
という順番になるだろう」22と主張するのである。
以上のことから、山口の主張をまとめると、子どもの

発達とは以下のような構図になる。
体　→　心　→　頭

このような発達の順序は、明確な発育の期間として
区切りを入れられるということではないが、しかしこれ
ら三つのカテゴリーは大人のような高次の認識を形
成していく上での発生的なプロセスとして主張できる。
いずれにせよ、身体における感覚的な体験が情動や
知性の基盤となるのであれば、養育者や教育者はこ
れらの原則を踏まえた上で、子どもたちに接する必要
があると言えるだろう。

c） 触覚と身体運動への注目
では、身体の育成が重要であるとした上で、実際

に養育者や教育者は何に焦点を当てて子どもたちに
接すればよいのか。この点について山口は、「触覚」
と「動くこと」の重要性を主張している。
触覚とは、人間の身体が感じ得る基本的な五感の

うちの一つであるが、この触覚は、その他の四つの
感覚とはかなり趣きの異なる感覚である。視覚、聴覚、
味覚、嗅覚は、それぞれ目、耳、舌、鼻といった特
殊な受容器官で外界からの刺激を受け取っている。
しかし触覚は、そうした専任個別の受容器官を持た
ず、身体の末梢に散在している受容器官である。こ
の感覚は主に体性感覚と呼ばれる。またさらに、外
部からの情報（刺激）を皮膚感覚、内部からの情報
は固有感覚（深部感覚）と呼ばれる。特に前者に触
覚が位置し、その他に圧覚、痛覚、温度感覚が属
する。後者には、筋肉や骨の緊張や弛緩といった、
いわゆる力感や運動感覚が相当する23。
そして、触覚が位置する皮膚感覚や、それに類す
る固有感覚、体性感覚などは、総じて身体的な運
動に深く関係する。例えば、知覚心理学者のジェー
ムズ・J・ギブソンは、対象の形を知覚する際に、掴
んだり撫でたり、回転させたり投げたりといった、身
体の動きが重要な役割をしているということを指摘
している24。これについては、現象学者のメルロ＝
ポンティも、「身体図式」（自分の身体とそれ以外の
対象に対する可動域や輪郭のイメージ）の発生に
ついて、身体運動と物体の対象化の関係を指摘し
ている25。特に、メルロ＝ポンティの師でもあるフッ
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サールにおいて、この触覚にまつわる特質は、「二
重感覚（doppelte Empfindung）」と「局在する感覚
（lokalisierte Empfindung）」ないし「再帰的な感覚
（Empfindnis）」として指摘されている26。触覚は、
例えば視覚とは異なり、右手が左手を撫でると、右
手には事物（Ding）としての左手、すなわち客観的
な物体としての感覚が生じるが、同時に左手には身
体のある一部に局在する内的な感覚も生じている。つ
まり、触覚の場合は、触れるにしろ触れられるにしろ、
一つの身体の中でそれらの異なる意味内容（ノエマ）
が同時に二重に感覚されているのである。この二重
に生じる触覚の襞において、すなわち内的で局在的
な感覚と外的で事物的な触覚との同等性と差異性を
用いて、身体は再帰性を獲得し、「この私の身体の
空間的な形」、すなわち身体図式を獲得するのであ
る。こうしたことから、皮膚や筋肉、関節などの「ハプ
ティク系（haptic system）」が、それらと環境や対象物
と接触することによって、自他の認識が形成されること
の原理を哲学的に理解することができるのである27。
こうした触覚と身体運動との相関は、何も物体の視
覚的な形姿やテクスチャーの認識のみに関わるとい
うわけではない。例えば山口は、紙で鶴を折る方法を
「覚える」という経験について、説明書を読むだけの
場合と、実際に折ってみる場合とを比較し、以下のよ
うに述べる。「前者では二次元の図で折り方を記号
のように記憶するだけである。それに対して後者では、
自分が鶴を折っていくときの折り紙の手触りや、紙の
擦れる音、きれいに折り目をつけるための力の入れ具
合などいろいろな感覚が織り交ざって、最終的に折り
鶴ができあがる」28。当然のことのように思われるが、
しかし、「こうして覚えたときにできる「折り鶴」の概念
は、運動感覚をはじめとするさまざまな感覚が複合的
に入り混じっているので、それだけ記憶の構造も多様
になるだろう。その結果、その折り方を思い出すとき
には、指も動きも覚えており、再生しやすくなる」29の

である。このことはまさに、スポーツ運動学の金子明
友が主張する「身体知」に他ならない30。
金子は、「今ここに居合わせている私の身体がわか

り（発生始原の身体知）、私が動くときのコツをつかみ
（自我中心化の身体知）、カンを働かせることができる

（情況投射化の身体知）という働き全体」31を身体知
として定義している。このことはつまり、身体的な行為
のコツとカンが、すなわち動きそれ自体が知恵である
ということである。意味や概念といった高次の知性は、
その形成はもちろん、概念の記憶や操作に対しても、
触覚的な身体運動を介した知恵、すなわち身体で得
て、身体に蓄積される知恵によってその土台が作ら
れるのである。そしてその後、抽象化されてそれらに
「成っていく」のである。このように、金子によって主
張された人間の身体運動におけるこの根本的な知恵
の獲得は、まさにこれまでの議論と同等のものである。
したがって、身体運動と触覚性への視座は、それが
子どもの成長の基盤とみなすことについて、正当性を
主張し得るのである。

以上のことから、触覚ないし身体運動への注目は、
人間的な知恵の獲得を考える上での、敷衍して言う
ならば子どもたちの人間的な成長への発達を考える
上での、原理への注目とも言い得る。知性を未だ持
ち得ない乳幼児であるとしても、その身体には知性を
得ようとする可能性と能力が備わっているのである。
逆に言えば、その可能性と能力を涵養するためには、
身体運動や皮膚感覚へのアプローチを重視すれば
よいということになるだろう。そこで以下から、そうした
身体運動や皮膚感覚が子どもの環境変化への調和
にどのように関わるのかという点について考察する。

2．子どもの環境変化への調和を達成する
　  関わり方について

a） スキンシップの重要性
子どもの皮膚感覚へのアプローチが彼らの成長に

とって重要となれば、その方法を考えなければならな
い。そこでまず挙げられることは、子どもへの養育者
や教育者の身体同士の接触、すなわちスキンシップ
である。
では、スキンシップは子どもにどのような影響を与

え得るのか。例えば山口は、「身体的虐待を受けた
子どもは、情動のコントロールがむずかしく、すぐに
キレやすくなったり、他人と肌を触れ合うことを拒絶す
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る傾向がある。それに対してネグレクトされた子ども
はスキンシップの心地よさを知らないため、対人感
情が育たずに、他人と親密な関係を気づくことができ
なくなる」32と述べている。暴力はスキンシップとは呼
べないが、身体の皮膚感覚における過剰な痛みが
継続的に感覚されたり、あるいは逆に全く身体的な
接触がなく、触覚的な刺激の欠乏が起こったりしても、
どちらも今現在の子ども自身の健康や発達とその子の
将来に、良い影響を及ぼすことはないという33。また
これらのことについて具体的な事例として、虐待され
た子ども（1～6歳）の発達指数DQ（知能指数 IQ）
検査や運動、言語、対人関係などの研究を行った
永富徹志、東條光彦によれば、被虐待児のそれらの
能力が著しく阻害されていると彼らは報告している34。
だが他方、彼らの報告によれば、「虐待環境から離
脱し､ 安定環境に保護することにより、発達が促され
る傾向が多くみられ､ 通常恒常的とされるDQ（IQ）
が､ 環境により大きく左右されることが示唆された」35

とも述べられている。つまりそれはどちらの場合におい
ても、幼少期の適切な対人でのスキンシップ36がそ

の後のメンタルヘルス（心の健康）に関わることを意
味していると理解することができるだろう。したがって、
本論考の主眼（ないしはWHOの子どもの健康につい
ての定義）である、「子どもの環境変化への調和＝健
康」という構図において、その環境変化の調和が単
に物理的な環境だけでなく対人コミュニケーションも
含めた変化への調和であるとすれば、このスキンシッ
プの質と量における幼少期の体験は、重要な論点と
なり得ると言えるのである。
そこで、なぜ物理的な身体接触であるスキンシッ
プが精神的な心の在り方に影響を及ぼし得るのか、
という点について考察しよう。この問いについて、メ
ルロ＝ポンティは、乳幼児が自分の運動やその感覚
を自分のものと認識するだけでなく、外側に存在する
もの、すなわち「知覚されようとしている〈他人〉なるも
のも、もはや自己のうちに閉じこもった一つの心理作
用ではなく、一つの行為、世界に対する行動となっ
てきます」37と述べている。このことは、フッサール
が『デカルト的省察』において「志向的な干渉（ein 

intentionale Übergreifen）」38と呼ぶものであり、す

なわち「意味の移転（Sinnesübertragung）」39が生じ
ているということである40。志向的な意味の干渉や移
転が子どもと養育者ないし教育者の間で生じるのであ
れば、例えば子どもからの感覚や感情が養育者や教
育者の方へ移入し、その逆に養育者や教育者の方
からも子どもへ、抱いている感覚や感情が伝わるとい
うことでもある。これについてメルロ＝ポンティは、「他
人知覚においては、私の身体と他人の身体は対にさ
れ、いわばその二つで一つの行為をなし遂げること
になるのです」41と主張する。これがまさに「間身体
性」42と呼ばれる現象である。このことは、本論考の
健康の涵養という観点から言えば、特に後者のことが
重要である。つまり、上述のスキンシップの文脈から
言えば、養育者や教育者が、子どもに対して物理的
にどんな触れ方をするかという以前に、どんな「気持
ち、感情、意図」を抱いて触れるのかというそのレベ
ルで、それが子どもに伝わってしまうということなので
ある。こうした事実を研究した乳児精神医学のダニ
エル・スターンは、こうした現象を「情動調律（affect 

attunement）」と呼んでいる43。
以上のことから、子どもに触れる側がどんな意図で、

どんな想いで、どんな仕方で接触するかによって、そ
れを子どもは敏感に察知し、それどころかその触れる
側の想いを共有してしまうということが哲学的に説明で
きるのである。そしてそうであれば、愛情を持って触
れれば愛情を理解する子どもに成長し、憎悪を持っ
て触れれば憎悪を振りまく子どもに成長するということ
も言い得るだろう。したがって、スキンシップの効果
は、子どもの情動形成を左右するほど重要性を持つ
と原理的に理解できるのである。

b） スキンシップとアタッチメント
このことを根拠にして、本論考の目的である「子ど

もにおける環境変化への調和」ということを考えてみよ
う。上述のように、「環境変化」という言葉の規定は、
おもちゃや虫、動物に対する力の入れ具合や、気温
や体温の上下に対して脱ぎ着するなど、何らかの物
体や物理現象に対するフィジカル的な対応力と、人
間同士としての、例えば親子関係や友達関係、さら
に成長すれば上下関係など、情動交流や会話にお
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ける対人コミュニケーションという、社会性に対する
メンタル的な対処の二つに分けることができるだろう。
そこで、先の「志向的な干渉」という観点から、まずもっ
て後者が問題となるが、子どもに対するこの志向的な
干渉の内実は特に、繰り返すが「愛情」でなくてはな
らない。
なぜスキンシップの志向は愛情でなくてはならな

いのか。素朴すぎる論点ではあるし、すでに上述の
通りではあるが、あえてその理由を問うとすれば、二
つの点が挙げられる。一つは、子どもの側の本能的
な行動としてアタッチメントの編成があるという点であ
り、もう一つは、そのアタッチメントの編成のパター
ンにより、それが社会における振る舞いや自我の自律
性や弾力性に影響をもたらすという点である44。
アタッチメントとは、一般に「ある特定の対象との
間に形成される愛情の絆（affecional tie）」45として

定義されるものであり、乳幼児が自分のぬいぐるみや
お気に入りのタオルケットなどを常に携行するような
現象に対して言われるものである。それは何もものに
限らず、母親をはじめとする養育者に対しても見られ
る。例えば久保田まりは、「乳児は自分のシグナルに
対して適切に、かつ一貫して応答してくれるような特
定の保育者に選好性（preference）を示す…（中略）
…接触を求める行動や社会的相互作用を求める行
動が、一貫して動機づけられた1つの行動システム
へと統合され、この行動のシステムは、…（中略）…
特定の保育者のまわりに組織化されていく」46と述べ
ている。つまり、子どもは自分の要求に対応する人物と、
その接触（直接にしろ間接にしろ）を通じて「馴染み」
の認識を形成するのである。このアタッチメントの組
織化としての、馴染みのある人やものとの関係の中
で、子どもは外的な環境に対して親和性や疎外性を
示していく。
このことについてエインスワースは、特に母親との
アタッチメント編成について三つのタイプを提示して
いる47。

① 安定型…母親が子どもの要求に即座に対応する
という育て方をした場合、子どもは不安に陥るこ
とが少なく、情緒が安定し、母親から離れて探

索行動を行うようになる。
② アンビバレント型…母親が子どもの要求に消極
的な反応を示す育て方をした場合、子どもは母
親から離れるだけで強い不安を感じ、探索行動
が少なくなる。
③ 回避型…母親が子どもの要求に否定的に反応
するような育て方をした場合、子どもは拒否の辛
さを回避しようと防衛反応を起こし、母親と距離
を取ろうとする。

①は、単に子どもが泣いた際にその対応をするとい
うことだけではなく、優しく抱きしめたり、撫でてあげ
たりと、スキンシップが多いことも特徴として挙げられ
る48。しかし、①以外は全てアタッチメント自体がお
よそ成立していない。②と③はネグレクト的な傾向が
強く、粗雑な対応で、むしろ子どもにとって不快な対
応となっている。当然ながらスキンシップも少ないとい
うことになる。
こうしたことは、幼少期のアタッチメント行動だけ
に関わることではなく、その後成人になったときの対
人コミュニケーションにも影響する。発達心理学者の
シェイヴァーとヘイザンは、成人（主に大学生）の対
人関係における行動の傾向性と乳幼児期のアタッチ
メントパターンの三つのタイプに注目し、以下のよう
な対応関係を指摘している49。

① 安定型…他者への信頼感が強いため、容易に
親しくなれる。頼り頼られという関係を気楽に捉え
る。
② アンビバレント型…相手の反応に敏感に反応
し、不安定になりやすい。他者にのめり込んだり、
必要以上に遠ざけたりと、感情の起伏が激しい。

③ 回避型…他者への不信感が強く、親密な関係
に不安を抱きやすい。相手の好意を素直に受け
取れない。

後者二つの場合は、対人コミュニケーション、い
わば他者という最も重要な環境変化への調和に上手
く対応できてないということになる。メンタルヘルス
において対人関係は最もストレスに関わることであり、
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対人コミュニケーションを円滑にし得ないならば、常
にストレスにさらされ、心の健康を、そしていずれ体
の健康を害することになる。この点について臨床心理
学者の藤岡孝志は、虐待を受けた子どもへのケアに
ついて、愛着（アタッチメント）の観点を臨床に用い
ることが有用であるとして実践している50。つまり、親
子関係をはじめとするアタッチメントのパターンが成
人した後の行動にまで尾を引くとすれば、他者関係に
ついての環境変化への調和の涵養を乳幼児期に目
指すことは、養育者や教育者にとって重要な課題に
なるだろう51。

以上の考察から、スキンシップとメンタルヘルス
（心の健康）と環境変化への調和という三つの概念
が関連し合っているということが理解され得る。本論
考の目的である子どもの心の健康とは何かということへ
の理解は、身体の皮膚感覚への愛情を持ったアプ
ローチを通して、様々な環境変化や対人関係に対応
し、調和する力を育むことであると主張し得るのであ
る。

おわりに

本論考は、子どもの健康を養育者や教育者が涵
養する際に、いかなることが原理となって、その原理
に対しどのようなアプローチをするべきかという点を明
らかにした。それは、身体の媒体性を起点に身体の
感覚と運動性、特に触覚に関わる特質を重要視する
というものであった。触れ合うという行為の中で相互
の身体が志向性を持って関係を結ぶことが、身体の
みならず心の健康と、それらの成長後の状態にまで
影響を及ぼすものであることから、本論考の主張は
再度確認されるべき原理的な条件であると言い得る
のである。
しかしながら、本論考では、こうした理解において、
実際に養育者や教育者が、子どもに対してどのような
関わり方をし、どのような状況を整えればよいのかとい
う点について、具体的に言及していない。その点に
ついて、最後にここで可能性の示唆として述べ得るこ
とは、「自然から育てられる触覚の多様性」と「絵本

や音楽から得る触覚」に焦点を当てて、子どもの遊び
についての好奇心や興味関心を満たす、ということで
ある。
自然から育てられる触覚の多様性については、ル

ソーの『エミール』を引き合いに出すまでもなく、一般
に認められ得ることであろう。ルソーは、「自然を観
察するがいい。そして自然が示してくれる道を行くが
いい。自然はたえず子どもに試練をあたえる。あらゆ
る試練によって子どもの体質をきたえる」52と述べてい
る。もちろん、ここでルソーの述べる自然は、単に自
然環境のことだけではなく、物質的な肉体の自然とい
う意味も含まれている。だが、そうした物質的な世界
の多様性や複雑性は、例えば草花の形や砂の一粒
一粒、風のざわめきや水の冷たさといった、常に変
化し一ところに留まることのない、豊かな刺激によって、
子どもたちの心に柔軟性や弾力性を与えてくれる。自
然は単調な人工物の画一的なおもちゃの何倍かの
刺激でもって、子どもの触覚ならびに五感を触発し、
彼らの心を世界へと誘うだろう。こうしたことが複雑か
つ細やかな情操を育む基礎になることは想像に難くな
い。
そして、絵本や音楽も子どもの感性を豊かにすると
いうことについて言を俟たない。それらは人の手で作
り出された人工物であることから、前言を翻すかのよ
うに見えるかも知れないが、重要なのは、絵本や音
楽で表現される意味、物語の世界であり、それらをと
もに生きてくれる養育者や教育者の声や息遣い、表
情である。それらによって、子どもたちの想像力を「触
発（Affektion）」53することが求められるということであ
る。これらは、養育者や教育者の身体の無いところ
には生じないし、それを体験させなければ子どもは絵
本にも音楽にも意味を見出すことはできない。絵本研
究者の正置智子が絵本によって子どもが「ひとなって
いく」54様をメルロ＝ポンティ現象学を用いて豊かに、
説得力を持って記述している。正置は、絵本に表現
される豊かな色彩や形象はもちろん、なにより紡がれ
た想像的な物語を「絵本を読んでくれているおとなが
傍らに存在してくれていることで「安心」の場を確保し
ながら体験することができる。だからといって、この
体験が偽物の体験というわけではなく、身体的にも情
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動にも起こり、ときにはからだが震えたり、大笑いした
り、涙をこぼしたりもする「体験」である」55と主張する。
楽しいお話も怖いお話も、大人がともに絵本の世界を
一緒に歩んでくれるからこそ、子どもは人間の感性や
知性を獲得できるのである。この指摘は、本論考の
主張の凝縮に他ならない。したがって、我々が子ど
もの健康を求め、願うとき、それは愛情を含む身体接
触が実現するものであると言い得るのである。
以上のことは、本研究の今後の目的と課題として、

詳細に考察されるべきであるが、これについては別
稿に譲ることとする。本論考で確認された健康の涵養
における原理的な指摘を軸に、より具体的かつ実践
的な研究につなげたい。

＊本論は、科学研究費助成事業（学術研究助成基金
助成金）若手研究（課題番号19K20080）の支援を受
けてなされた研究、その成果の一部である。

注
1 本論考における「乳幼児期」の範囲は、小学校
入学前までの0～6歳を対象とする。この点については、
後の議論におけるアタッチメントの概念を考察する際、
エインスワース，D. S., 『アタッチメント―情動と対人
関係の発達』依田明（監訳）、金子書房、1983年や
久保田まり『アタッチメントの研究』川島書店、1995年
を根拠としており、これらが乳児期からのアタッチメント
の形成について述べているため、乳児も含めた子どもとい
う意味で、「乳幼児」という語を用いることとする。
2 岡本夏木『幼児期―子どもは世界をどうつかむ
か』岩波書店、2005年、p. 2参照。この点について
岡本の著書における前提は2～6歳であるが、本論考
では注1の観点から乳児にも敷衍してこの主張を解釈し
た。
3 以降において本論考では、「養育者や教育者」とい
う表現で、前者について親をはじめとする保護者、後者
について保育士や幼稚園教諭などを意味することとする。
注1に示した通り、本論考は児童期（就学前）以前の
0～6歳を想定しているため、養育と教育同時に担うよう
な大人を前提として論を進める。
4 世界保健機関憲章前文、“Health is a state of 

complete physical, mental and social well-being 

and not merely the absence of disease or 

infirmity.”を参照。
5 世界保健機関憲章前文、“Healthy development 

of the child is of basic importance; the ability to 

live harmoniously in a changing total environment 

is essential to such development.”を参照。
6 この点について、メルロ＝ポンティ，M.『大人から見
た子ども』滝浦静雄・木田元・鯨岡峻訳、みすず書房、
2019年を参照のこと。メルロ＝ポンティの幼児に関する
論考が一つに収められており、彼の幼児に対する考察
が体系的に見渡せる。
7 例えば、矢野智司『幼児理解の現象学』萌文書
林、2014年、または正置友子『メルロ＝ポンティと〈子ど
もと絵本〉の現象学』風間書房、2018年などを参照の
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